
 

 

 

平成１９年４月よりスタートしました「サポートＪＯＹＯ」 

の活動も早１年を迎えようとしていますが、今回その活動の象 

徴として本校校門に、表示看板を設置しました。 

 ２月１４日に行われた設置披露式は、京都府教育庁指導部 

特別支援教育課長をはじめ、製作に関わった通学高等部３年生 

徒、教職員が列席し、盛大に行われました。 

 表示板はステンレス製の土台に、通学高等部３年生窯業チー 

ムの生徒が作業学習の時間に一人一文字ずつ製作した陶板を固 

定したもので、手作りで味のある看板に仕上がりました。本校 

にお越しの際には是非御覧ください。 

 当日は報道機関４社も取材に訪れ、生徒への取材や「サポートＪＯＹＯ」の活動についても熱心に取材を

され、翌日の朝刊にも写真入りで報道されました。 

 

＝ 「サポートＪＯＹＯ」来年度に向けて ＝ 

 

今後の具体的な方向性 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・医療との連携の継続と充実 

・病気や肥満、不登校に関わる相談支援 

・重度心身障害児の教育や生活についての相談支援 

①三教育部の教育実践を生かした相談支援の充実

・巡回相談チームや校内外の人材の活用 

           『相談の輪の広がり』

・具体的な支援や手立てによる継続的な相談

           『相談の質の深まり』

②専門性を生かし、ニーズに応える教育相談の実施

・日常の実践と、地域からのニーズとの

 つながりを捉えた、情報提供 

・研修会やホームページなどでの実践や

 研究の発表・紹介 

③府全域への情報発信 

・入学相談、転出・入相談、進路相談、就労支援など 

・教育相談、地域生活支援 

④在校生に対する教育相談や支援活動の充実

⑤広域な支援システム（地域ネットワーク）への参画

☆発達障害のある中学生への進路開拓、進路指導

☆知的障害のある青少年への就労支援、自立支援
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卒業生のアフターケア、就労支援、

生活支援もより丁寧に 


